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取扱説明書 

リボン型スーパートゥイーター 


このたびは、ノくイオニアの製品をお買い巧めいたださましてまことにありびとラございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書の「安全上のごを意」は必ずお読みください。 


まを±のな主意(給表示について) 



この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いい 
たださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止する 
ために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラ 
になっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死亡または重傷 
を負う可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能 
性び想定される内容および物的損害のみの発生び想定される内容を示 
しています。 


絵ま巧の例 


A 么記号は注意（警告を含む）しなければならない内容であ 
ることを示しています。 

図の中に具体的なミ主意内容（左図の場合は感電を意）び描 
かれています。 


を 


( S ) 記号は禁止（やってはいけないこと）を示しています。 
図の中や近<に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁 
止）び描かれています。 

隹記号は行動を強制したり指示する内容を示しています。 
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコ 
ンセントから抜け）び描かれています。 


取扱上のま意 


本機の磁気回路か5は強力な磁力線が常に出ていますので、取り 
扱う前に必ず腕時計をがしてください。 


A 本機は、強力な磁気エネルギーびあるため、2台を接近させて置 
^いたりすると、強い吸引力で、指を挟まれる危険性びあります。 
(5) キャッシュカードやカセットテープを本機に近づけないでくださ 
し、。強力な磁気により、破損する恐れびあります。 

Q 長時間音び歪んだ状態で使わないでください。スピーカーび発熱 
し、火災の原因となることびあります。 

■ テレビのそばに置くと色ムラび生じますので、離して設置してく 
ださい。 

■ ホーンやキャビネット部などの清掃は、柔らかい巧で乾}式さして 
ください。巧れびひどい場合は中性洗剤を薄めた水に柔らかい布 
を浸し軽く絞ったあと、巧れを}式きとってください。シンナーや 
ベンジンなど揮発性の薬品を用いると表面び侵されることびあり 
ますので使用しないでください。また、スプレー式の殺虫剤など 
を近くで使用しないでください。 

■ プラスチックのプ□テクターをホーン部分にかぶせて出荷してあ 
ります。取り扱う際にはそのまま付けておさ、お聞さになるとさ 
に必ずはずしてください。 


■ 超軽量ベリリウム振動板採用の全面駆動型広帯域リボントゥイータ 

•厚さ] 6い、質量 9 mg 、 六角錐集合型形状の超軽量べ UU ウム振 
動板を採用 

• 高性能ネオジウムマグネットを使用。高密度で均一な磁界による 
全面駆動型。 

■マッチングトランスにパーマ□イコアを採用。一次側、および二次 
側にお抵抗の銅道線を用いて広帯域とお損失を実現 
■ 回が効果を考慮した流線お状 

■ 最大出力100 W (己 kHz 、 -12犯/〇ごはットワーク使用)の高耐入 
力設計 


設置について 


設置上の注意 

Q ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置かないで 
~ ください。落ちたり、倒れたりしてけびの原因となることびあり 
ます。 

A テレビ、またはオーディオ機器等に本機を接続するとさは、各々 
^の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従って接続 
してください。また、接続には指定のコードをお使いください。 

設置方法 


1 . 置台をお持ちのスピーカーの上に設置する 

置台のスパイクび上になるように設置してください。 



このスノ くイクのみスペーヴーを取り付けて 
角度を下に4°傾けることびできます。 

① スパイクを置き台か5取りはずず 

左に回します。 

② スパイク①ネジ部にスペーヴーを通ず 



③スパイクを置き台に取り付ける。 

ちに回します。このとさスペーヴーとスパ 
イクに隙間びでさないよラにしっかりと取 
り付けてください。 


2. 本機にスピーカーコードを接続する 

下記の『接続ち法』をご覧ください。 


3 . 本機を置台の上に設置する 

-置台のスノ（イクの凸部と本機底面の凹部を合わせて設置してく 
ださい。 

• お使いのとき、本機び不意に落下することのないよう十分にご 
を意 < ださい。 
























本機の入力端テはバナナプラグとも接続でさます。 

①別売りの DN -8 P (ノ V イノ くスフイルター)をお使いのとき 

■ DN-8P のカツトオフ周波数を選択して接続します。] 2kHz/ 
] 目 kHz/2 日 kHz の3ポジションのいずれかを選択します。 

■ アンプのスピーカー出力を本機に直接接続すると振動系び破損しま 
す。接続するときは十分にごを意ください。 

八イパスフイルター 



② CN -8 P 1 U 外の八イパスフィルターお使いのとき 

■ アンプのスピーカー出力を本機に直接接続すると振動系び破損しま 
す。接続するときは十分にごを意ください。 

■ DN-8P1； (外の八イパスフィルターをお使いになるときは、下記の特 
性を持ったネットワークを接続してください。 

• カットオフ周波数び已 kHzl^Lb 
• 遮断特性び 12clB/octl； (上 

このカットオフ周波数、および遮断特性よりも低いネットワークに 
接続すると、過大入力により振動板び破損する恐れびあります。 



③マルチアンプシステムとしてお使いのとき 

■ 必ずエレクト□ニックク□スオーバーネットワークを通した高音用 
アンプの出力を接続してください。 

■カットオフ周波数は指定範囲内(遮断特性己 kHzlU 上、一] 2服/〇な 
Iソ上)を必ず選択してください。指定範囲より低い設定したときは、 
過大入力により振動系び破損する恐れびあります。 

■アンプからの電源投入後、ク U ックノイズ、または直流入力び入る 
と過大な振幅び起こり、振動板に悪影響を与えることになります。 
保護のために必ず己〜8 Ai F の良質なコンデンサーを直列に接続して 
<ださい。 




接続方法①、②のとさのレベル合わせについて 

本機はお持ちのスピーカーシステムに追加してお使いいただくことを 
想定しています。 

本機の追加により高域レべ>1レび高くなりすざるときは、下記のことを 
を行ってください。 

. 本機への入カレベルを減衰させる 

-スピーカーシステムの高域再生限界の周波数近傍に本機のカットオ 
フ周波数を設定する （ 『カットオフ周波数について』をご覽くださ 
い)。 


■ 本機は必ず下記の特性を持ったネツトワークと接続してお使いくだ 
さい。 

•カツトオフ周波数び己 kHzlU 上 
•遮断特性び] 2犯/ octlU 上 

このカツトオフ周波数、および遮断特性よりち低いと最大許容入力 
び低下しますのでお使いにならないでください。 

■ネツトワークの定数し C はカツトオフ周波数び決定すれば次ページ 
の表より巧めることびでさます。しかし、実際には組み合わせるス 
ピーカーや部屋の状態などによって音質び変化することび考えられ 
ます。ヒヤ U ングテストを十分に行い最終的な定数を決定してくだ 
さい。 

A ま意 

-チョークコイルはでさるだけ直流抵抗のルさいものをお使いくださ 
い。 

• コンデンサーは損失の少ない良質のフイルムコンデンサーをお使い 
ください。また、有極性の電解コンデンサーは絶対にお使いになら 
ないでください。火災の原因となることびあります。 


アンプ、または 
バイパスフィルター 



の 
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位脱ねせ 


上記の仕様および外観は改良のため、予告なく変更することびありま 
す。 

出力音圧周波数特性 


保護回路について 


本機には使用中の誤操作、アンプ、または各種プレーヤーの故障など 
による異常入力(例えば発振)から振動板を保護するための保護回路 
(ヒューズ)び内蔵されています。もし使用中に音び出なくなったとさ 
は、下記の手順でヒューズを交換してください。 

• 本機の指定ヒューズは1 A です。指定ヒューズ1；(外は絶対にお使いに 
ならないで < ださい。 

. 本機の保護回路は、使用帯域での1；(上入力に対する振動板の保護び 
目的です。已 kHzl； (下の信号は、たとえ微少な入力でも振動板を破損 
する恐れびありますので、指定のネットワークを用いるかチヤンネ 
ルデバイダーで己 kHzl； (下の信号をカツトしてお使いください。 



10K 100K 200k 

周波数 ( Hz ) 







付属の六角レンチ 


2。リアケースをはずし、ヒユーズを交換する 

指定ヒューズを必ずお使いください。 



3 , リアケースを止めネジ (2 本)で取り付ける 

付属の六角レンチを使つて確実に取り付けてください。 


4 . 結線をする 

結線する前に下記のことを確認してください。 

-アンスまたはプレーヤーなどから異常信号び発生していない 
か。 

-ピンプラグコードびはずれかかっていないか。 


リアケースの止めネジ (2 本)をはずす 

付属の六角レンチを使ってはずします。 




周波数 ( Hz ) 




インピーダンス特性 


■ 本機をお持ちのスピーカーシステムに追加してお使いいただくとさ 
は、相互の位相関係に留意してください。 

本機をスピーカーシステムに対して正相で接続したとさと、逆相(本 
機の入力端テ©に©入力旬接続したときとでは、聴取位置における 
音響特性び変化します。 

特にスピーカーシステムの高域再生限界！;(下にカツトオフ周波数を 
設定したとさはこの影響を大さく受けます。接続の位相を変更して 
も不自然なとさは、カツトオフ周波数をスピーカーシステムの高域 
再生限界の近傍に変更する、またはスピーカーシステムに八イカツ 
トフィルターを追加してください(詳しくは『カツトオフ周波数につ 
いて』をご覧ください)。 

■ スピーカーシステムとの位相関係については、正相接続と逆相接続 
の両方をお試しになりなびら試聴を繰り返し、より自然な聞こえか 
たをする接続を選択してください。 


入カインピーダンス . 8 n 

再生周波数帯域 . 已，日日日 Hz 〜 ] 2日，日日日 Hz 

最大入力 ( ElAJ ). 100 W 

出力音圧レベル .98dB/W/m 

カツトオフ周波数卜に dB/oct のとき、己，000 Hzm 上） 

外お寸法 . 18日(幅) xl 2日(高) xl 63(奥行) mm (置台含む) 

質量 .3.2 k 呂(置台含む) 

付属品 

胃台 . 1 

取扱説明書 . 1 

六角レンチ . 1 

ヒューズ (1A). 1 

スぺ . 1 
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おさ様登録のごま巧 

http://www3.pioneer.coJp/members/ 

お買い上げいたださました製品についての r お客様登録」 をお願いいたしま 
す。ご登録いたださますと、プレゼントや懸賞商品び当たるキャンペーン/ 
イベント情報や各種製品情報などのご案内をさせていたださます。 

また、ご登録いたださますと ID び発行され、お役に立つ情報満載のお客様専 
用ページにアクセスすることびでさます。 

ご登録は上記 URU こアクセスしてご利用ください。 


新規登録されたお客様には、毎月プレ 
ゼントを抽選にて差し上げておりま 
ず。詳しくは、上記 URU こアクセスし 
て < ださい。 


製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 


♦ 

パイオニア • カスタマーヴポートセンター （全国共通フ U — フォン） 


受付 

月曜〜金曜 9 : 3 日〜 17 : 日日、±曜 9 

3 日〜 12 

日日、 13 : 日日〜 17 : 日日 （日曜•祝日 

弊社休日は除く） 


家庭用オーディオ/ビジュアル製品のご相談窓□: 

•w 0070-800-81 81 -22 

<ご注意> 


カタ□グのご請ま窓 □ 



フ U - フオンは、 PHS 、 携帯電話、自動車電話、 



y 0077-800-81 81 -33 

列車公衆電話、船舶電話、ピンク電話およびミ毎外か 


ファックス 


03-3490-5718 

らの国際電話ではご利用になれません。あらかじめ 
ご了承ください。 


パイオニアホームページでのご案内 





お問い合わせ先のご案内 

h ttp://www. pioneer, co.jp/support/ 



カタ □ グ請ホとメー j レヴービス登録のご案内 

h ttp://www.pioneer. co.jp/support/ctig/in dex.html 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


付属品(リモコン-取扱説明書など)のご購入や、補修用性能部品(修理使用部品)に関するご相談についてはパイオニア部品受まセンターにご相談ください。部品 
の交換方法などの技術相談につきましては下記のパイオニア修理受付センターにご相談ください。 


♦ パイオニア部品受注センター 

受付月曜〜金曜9: 3 日〜 18: 日日、 ±曜9: 3 日〜 12: 日日、 13: 日日〜 17: 日日 （日曜•祝日•弊社休日は除く） 


電話ロリータイアル） 画0120 -5-81095 

一般電話 0538-43-1161 

ファックス(フ U - ダイアル）：^ 0120 -5-81096 


<ご注意> 

フリーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用に 
なれません。あらかじめご了承ください。 


修理のご依頼/修理についてのご相談窓 □ 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障？ちょっと調べてください」または「故障かな？と思ったら」の項目をご確認ください。それでも異常のある時は、必ず 
電源プラグを抜いてから、ご購入店へご連絡ください。 

ご購入店びわからないときやお近くにないときは、パイオニア修理受付センターへご相談ください。(沖縄県を除く） 


• パイオニア修理受付センター (ミ中縄県を除く全国） 


受付月曜〜金曜9: 3日〜 

18:日日、±曜9: 3日〜12:日日、13:日日〜17:日日（日曜•祝日•弊社休日は除く） 

電話(フ U —ダイアル) 

函0120 -5-81 028 

<ご注意> 

一般電話 

03-5496-2023 

フリーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用に 

ファックス(フリーダイアル） ：函0120 -5-81 029 

なれません。あらかじめご了承ください。 

♦ 沖縄 ヴー ビス ステーシヨ ン （ミ中縄県のみ） 


受付月曜〜金曜9: 3日〜 

18:日日吐曜•日曜•祝日-弊社休日は除く） 


一般電話： 

098-879-1 910 


ファックス： 

098-879-1352 



お客様メモ 

♦ おぼえのため記入されますと便利です。 


^ I _ 

ご'購入齡 I 電話番号 

I N 

お近くの I 住所 

ご相談窓 □ 電話番号 

I 

ご購入年 ' 一 = n 

t 月日: 年 月 日 

I 

I 

型 番 I PT - R100 

I J 


⑥2002 パイオニア株式会社禁無断転載 

<TWKZZ/02D00001> 


7\。イオニ尸株式会な ^1 53-8654 東京都目黒区目黒 1 T 目4番1号 

<SRA1386-A> 












